
福島県後期高齢者医療広域連合の財務諸表（令和４年度決算分）の概要 

 

Ⅰ 一般会計等（一般会計及び特別会計） 

 

１ 貸借対照表 

借  方 貸  方 

【資 産】 149 億 3,581 万 4,930 円 

固定資産 4,106 万 5,167 円 

 有形固定資産 0 円 

無形固定資産 3,635 万 5,410 円 

投資等 470 万 9,757 円 

 （すべて長期延滞債権） 

流動資産 148 億 9,474 万 9,763 円        

【負債】 5,869 万 7,049 円 

固定負債 0 円 

流動負債 5,869 万 7,049 円 

【純資産】 148 億 7,711 万 7,881 円 

固定資産等形成分 4,106 万 5,167 円 

余剰分（不足分） 148 億 3,605 万 2,714 円 

【資産合計】 149 億 3,581 万 4,930 円 【負債・純資産合計】  149 億 3,581 万 4,930 円 

 

福島県後期高齢者医療広域連合の資産総額は 149 億 3,581 万 4,930 円で、負債は

5,869 万 7,049 円、純資産は 148 億 7,711 万 7,881 円となっている。  

 

資産については、そのほとんどが現金預金である。現金預金の内訳は、各会計の歳入

歳出差引額の合計額である 148 億 9,404 万 5,210 円、歳計外現金が 116 万 7,609 円とな

っている。また、固定資産については、有形固定資産はなく、すべてソフトウェアの無

形固定資産である。 

なお、流動資産の現金預金については、出納整理期間終了時の現金預金残高を示すも

のであり、翌年度に国県等への補助金返還分や社会保険診療報酬支払基金への返還分な

ど、返還金として支出する分の金額も含まれているため、純資産のうち、余剰分（不足

分）の全てが本来の余剰金の要素を持つものではない。 

 

２ 行政コスト計算書 

令和４年度内における経常費用は総額 2,389 億 3,331 万 6,824 円であり、経常収益

は総額 2億 6,967 万 2,561 円となっている。 

これらの差引からなる純経常行政コストは 2,386 億 6,364 万 4,263 円となっている。  

また、臨時損失及び臨時利益がなかったため、純行政コストも 

2,386 億 6,364 万 4,263 円となっている。  

 

内訳として、性質別に見ると人にかかるコスト（人件費）が 2,281 万 2,673 円、物に

かかるコスト（物件費）が 22 億 6,104 万 6,602 円、移転支出的なコストが 

2,299 億 7,276 万 3,277 円となっている。  



３ 純資産変動計算書 

令和４年度内における純資産の変動は、△14 億 4,710 万 4,875 円となっている。 

 

その内訳は、純行政コストによる減が 2,386 億 6,364 万 4,263 円、市町村負担金（事

務費、療養給付費及び保険料）等の財源による増が 417 億 1,296 万 4,258 円、国県等の

補助金受入による増が 1,955 億 0,357 万 5,130 円となっている。 

 

４ 資金収支計算書 

歳計現金残高は 148 億 9,287 万 7,601 円、歳計外現金残高は 116 万 7,609 円となっ

ている。  

 

内訳として、経常収支の部（経常的な行政活動による資金収支）は 

赤字 13 億 7,928 万 7,117 円、投資的収支の部は赤字 5,814 万 6,520 円、財務活動収支

の部は無しとなっている。 

赤字となった主な要因は、支出として前年度補助金等の償還金が多く計上されている

ためである。 

 


